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第148号 (2)昭和57年10月� 1日

ご長寿おめでとう

中
角
柴
田
源
太
郎

(
八
五
)

三
十
五
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、
老
人
と
障
害
者

の
生
き
が
い
対
策
の
た
め
の
全
国
共

通
特
別
配
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
共
同
募
金
運
動
発
足

こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
十
四
日
に
は

日
浦
伊
八
(
八

ヨ
シ
エ
(
八
二
)

O
)

O
)

O
)

(八 

力
し
た
い

」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
芸
能
大
会
で
は
、
カ

ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
、
長
寿
会
、
楽
三
会
の

歌
、
踊
り
、
民
謡
な
ど
が
披
露
き
れ
、

楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

り
六
百
人
を
招
い

て
、
第
十
三
回
目

の
敬
老
町
民
の
つ

ど
い
が
催
さ
れ
ま

し
た
。桜

木
町
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
推

進
者 

(個
人

一

ア
サ
エ

久
保
多
賀
戴 

(九 

ヤ
ス
エ

(八

桑
村
賀
古
口
(
八
五
)

コ
ハ
マ
(
八

只

平

悦

三 

(八
四
)

シ
ゲ
ノ

(八

福
井
市
蔵
(
八
六
)

イ
ソ
エ

(八
 

O
)

O
)

O
)

O
)

十期 星 星 星
野 谷 谷 谷

H

と
な
る
よ
う
努

っ
て
ほ
し
い
老
人

故
郷
の
理
想
像
建
設
に
助
力
し
か
あ

さ
ん 

(八
二 
)
1星
谷 

九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
十
九
人
の

自
宅
を
町
長
、
町
議
会
議
長
ら
が
訪

問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
り
ご

長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
だ
か
た
(
敏
省
略
)

-
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰

個
人
清
水
源
太
郎

(中
山
長
寿
会
)

団
体
生
名
楽
三
会

-
八
十
歳
到
達
夫
婦
表
彰
者

団
体
二
と
八
十
歳
到
達
夫
婦
七
組

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
小
、
中
学
生
五
人
が
敬
老
作
文
を

朗
読
。こ
れ
に
こ
た
え
て
沢
口
長
次
郎

た
す
け
あ
い
の
心
|
|
お
互
い
に

同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
の
共

敬
老
町
民
の
つ
ど
い

歌
や
踊
り
で
長
寿
を
祝
う

九
月
十
五
日
は

「
敬
老
の
日
」
。

こ
の
日
、
午
前
十

時
か
ら
勝
浦
中
学

校
体
育
館
に
七
十

が
「
今
ま

歳
以
上
の
お
年
寄

で
の
経
験
を
生
か
し
家
庭
の
円
満
、

l

〈講師〉

推理作家 笹沢左保先生

〈演題〉 味見として、� 

‘ 日 時 10月9日� (土)
、、~

午後� 7時30分

場� 所 勝浦中学校体育館

f反 ま反やさしさを隣人に
本 本

¥¥J 
あなたの胸に赤い羽根を� /

箇圃 


多
門
太
(
八

キ
シ
ノ

(
八
二

林� 

O
)

因
っ
た
と
き
は
た
す
け
あ
い
、
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
つ
〈
る
た
め
の
活

動
に
進
ん
で
参
加
し
よ
う
ー
ー

と
い

う
一
人
ひ
と
り
の
や
き
し
さ
と
、
た

す
け
あ
い
の
心
を
表
し
た
も
の
、
そ

れ
が
赤
い
羽
恨
で
す
。

共
同
募
金
運
動
は
戦
後
間
も
な
い

昭
和
二
十
二
年
に
生
声
を
上
げ
て
以

来
、
今
年
で
三
十
六
回
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の

お
金
は
約
千
七
百
四
十
二
億
円
に
も

上
り
、
老
人
福
祉
、
心
身
障
害
者
福

祉
、
児
童
福
祉
、
地
域
福
祉
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
社
会
福
祉
事
業
や
更
生

保
護
事
業
を
進
め
る
た
め
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

一昨
年

は
全
国
で
百
八
十
五
億
円
に
上
る
寄

付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

1人ひとりのやさし さと、たすけ

あいの心一一それが赤い羽線
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青少年健全育成大講演会



(3) 第148号	 カ込 ずつ つ ら 昭和57年10月1日
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10月定例人権・行政� 

l山配ごと合同相談� 

※日 時 10月1日閣

午前10時~午後3時

※場 所 住民福祉センター

852  
日日日

3震と健康の週間� 
10月 17日~23日

講
習
科
目

販

売

(
三
級
販
売
士

V
簿
記
四
級

の
合
格
を
目
標
と
す
る
�
 
)
 

定

員

二
十
人
�
 (定
員
を
超
過

し
た
と
き
は
選
考
、
抽
せ
ん
に
よ

り
決
定
し
ま
す
)
 

申
込
締
切

十
月
五
日
附
�
 

申

込

先

県
婦
人
就
業
援
助
セ

ン
タ
�
 

V V	 V

勝
浦
会
館
十
月
行
事

音
頭
教
室

生
花
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定

樹(刈仕)

例
会

日
日
制
手
芸
教
室

同

日

附

踊

り

教
室

日
日
刷
由
民
話
教
室

凶
日
出

立
田
鎖
教
室

初
日
附
生
花
教
室

幻
日
制
手
法
教
室

(
玉
の
木

・
五
十
回
公
会
堂
)

お
日
則

的
り
教
室

各
教
室
と
も
午
後
八
時
か
ら
開
講

し
ま
す
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�
 

教育相談室
※相談 日	 毎週月・水・金曜 日

午前9時一午後� 5時� 

※電� 言吉	 2511番

※相談員	 社会教育指導員
相原亨

叩
月
行
日
�
 旬
月
幻
日

j

十
月
十
七
日
(日
)
か
ら
二
十
三
日
(土)

ま
で
の

一
週
間
は
、
行
政
管
理
庁
が

主
催
す
る
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
管
理
庁

が
毎
年
秋
に
行
政
相
談
制
度
を
広
〈

国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
、

徳
島
行
政
民
祭
局
と
地
元
行
政
相
談

委
貝
が
主
催
し
て
、
次
の
と
お
り
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
役

無料法律相談所

十
月

一
日
は
「
法

の
日
」
で
す
。
「
法
ま

も
る
心
が
築
く
よ
い

社
会
」
と
い
う
標
語

の
と
お
り
、
こ
の
日

は
、
国
を
挙
げ
て
法

の
尊
重
、
基
本
的
人

権
の
擁
描
崎
、
社
会
秩

序
の
確
立
の
精
神
を

高
め
る
た
め
の
臼
と

定
め
ら
れ
、
更
に
こ

の
趣
旨
の
徹
底
を
図

る
た
め
、
十
月

一
日

か
ら
の

一
週
間
を
、

「
法
の
日
」
週
間
と
し

て
、
全
国
各
地
で
各

般
の
行
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
徳
島
に
お
い

唖
 

所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
な

ど
を
お
持
ち
の
か
た
は
こ
の
機
会
を

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
は

「
親
切
、
て
い
ね

い
迅
速
な
窓
口
を
め
ざ
し
て
」
を
，

モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
に
関
す
る
苦
情
な

ど
を
積
極
的
に
4

受
け
付
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

と

き

十
月

一
日
(
金
�
 )

午
前
十
時
�
 午
後
三
時

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

-w 

l

て
も
裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
議
士
会

が
合
同
で
次
の
記
念
行
事
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い一

、
無
料
法
律
相
鮫
所
の
開
設

-

日

時

十
月
四
日
間
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時

場

所

徳
島
地
方

・
家
庭
裁
判
�
 

・

日

時

十
月
六
日
制
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時


場

所

脇
町
福
祉
セ
ン
タ
ー


担
陣
内
容

交
通
事
故
、
公
害
、
金


銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、


家
事
、
登
記
、
戸
籍
、


人
権
な
ど
法
律
上
の
問


題
全
般
。


二
、
情
師
の
派
遣
�
 

l

徳
島
市
庄
町

一
丁
目
蔵

七
九
五

本
公
閣
内	 

八
八
六
|
三
二
|

O
)

(
O

V
受

講

料	

無
料
�
 (た
だ
し
教
科

山

γ
代
四
千
五
百
円
は
自
己
負
担
)

各
樋
の
団
体
か
ら
講
話
等
の
希

望
が
あ
れ
ば
、
講
師
を
派
遣
し
ま

す
。

三
、
裁
判
所
の
見
学
、
裁
判
の
傍
聴

い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
団
体
の
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
る
と
閉
廷

日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

婦
人
就
業
援
助

技
術
講
習
会
の
開
催

次
の
と
お
り
婦
人
就
業
援
助
技
術

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
定
員
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ご
希
望
の

か
た
は
早
自
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

V
講
習
期
間

十
月
二
十
五
日

1
十

二
月

一
日
の
聞
に
十
六
日
間
�
 

小
・
中
学
校

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

こ

案

内

九
月
千
四
日
か
ら
坂
本
小
学
校
の

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
町
内
の
小
・
中
学
校

全
校
に
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
勝
浦
町

商
工
会
背
年
部
か
ら
の
寄
贈
に
よ
る

も
の
で
す
。

弁
学
校
の
テ
レ
ホ
ン
番
号
は
次
の

と
お
り
で
す
か
ら
、
小
・
中
学
校
の

行
事
等
の
問
い
合
わ
せ
に
利
用
し
て

く
だ
さ

い
。

横
瀬
小
学
校


坂
本
小
学
校


生
比
奈
小
学
校


勝
浦
中
学
校


四
四
五
五

四
四
六
六

四
四
八
八

四
四
七
七

V V
講
習
時
間

午
前
九
時
三
十
分
�
 
1

開
講
場
所

徳
島
市
新
浜
町

一
丁

午
後
三
時
三
十
分
�
 

目
県
版
業
能
力
開
発
協
会
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成 繍 表

昭和57年10月� 1日 カ込 コ つ� ら 第148号 (4) 

順位 チーム名� l時 間

優勝 ドラエモン� 1時間44分44秒� 

2位 清流クフブ�  1時間47分26秒� 

3位 勝浦 中学 �  A 1時間48分54秒� 

4 {立

5 {立;

6 {立

7{立

走友クラブ�  

勝浦園芸高校� 

勝浦中学�  B 

勝浦 中学 �  C 

1時間49分52秒� 

1時間51分26秒� 

2時間01分28秒� 

21時間11分32秒

で
い
る
の
を
発
見
し
た
、
何
の
こ
と

が
行
列
し
て
運
ん
だ
が
、
長
者
の
主

人
が
熱
々
と
見
て
二
人
で
三
束
担
い

来
長
者
ケ
原
と
呼
ぶ
。
昔
の
長
者
屋

敷
の
跡
と
い
わ
れ
、
井
戸
も
あ
り
陶

器
の
破
片
も
出
た
と
の
語
り
草
も
あ

る
。こ

の
長
者
に
因
ん
だ
伝
説
の
代
表

的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
那
賀
郡
術
淵

の
田
地
か
ら
刈
り
取

っ
た
稲
を
廃
人

西
婆
羅
尾
の
北
西
面
の

一
帯
を
古

...::..唱)-。

o 


勝浦町 の

民 話
長
者
ケ
原

l

第
二
十
六
回
勝
浦
郡
駅
伝
大
会
が

九
月
十
九
日
開
催
さ
れ
、
雨
の
降
り

し
き
る
中
、
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で

の
七
チ 

ム
が
七
区
間
二
十
七 
J
を

力
走
し
ま
し
た
。

今
回
は
あ
い
に
く
の
雨
、
ま
た
上

勝
町
の
チ
ー
ム
が
参
加
で
き
ず
、
少

し
寂
し
い
感
も
し
ま
し
た
が
、
女
子

指
定
区
間 

(第
四
区
)
の
女
子
選
手

七
人
も
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
の

力
走
を
見
せ
、
沿
道
の
町
民
か
ら
盛

ん
な
声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

{
優
秀
選
手
賞
】

松
下
義
和

(
ド
ラ

エ
モ
ン 
)

高
木
雅
子

(
清
流
ク
ラ
ブ 
)

押
菜
義
衛
(
ド
ラ
エ
モ
ン 
)

もっと真剣になって

高
田
宏
幸
(
同
)
は
分 

秒
マ 
3
区 

(五
・五 

)
松
下
義
和
(
同
)
円
分

却
秒
マ 
4
区
(三 

高
木
雅
子
(消

流
)
日
分 
6
秒
マ
5
区

(
三
〆
)
中

村
孝
太
郎
(
ド
ラ
エ
モ

ン
)
日
分
担

J 

J
)

M

J
)

)

石
田
早
人 

(
ド
ラ

J 

{
区
間
賞
】

マ
1
区
(
三

エ
モ
ン
)
日
分 
6
秒
マ
2
区 

(
凹 

雨
の
中
を
力
走

ド
ラ
工
モ
ン
チ
ー
ム
、
か
優
勝

第
二
十
六
回
郡
駅
伝
大
会

秒
マ 
6
区
(五
・五 

押
栗
義
衛 
(同
)

J
)

¥ー

¥ ¥} 

M国側己診察|

A

a

て 

A1

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
九
月
の
医

療
費
は
、
予
算
額
を

一
千
万
円
も
オ

(同 
)

分
幻
秒 

ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
国
保
会
計
の

運
営
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
急
増

し
た
医
療
費
を
支
払
う
た
め
保
険
税

も
摘
額
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。

み
な
さ
ん
の
負
担
を
少
な
く
す
る

た
め
に
、
①
日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理

に
十
分
注
意
す
る
②
急
病
、
緊
急

の
と
き
以
外
は
時
間
内
に
受
診
す
る

③
は
し
ご
受
診
は
し
な
い
、
な
ど
の

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

草
と
な

っ
て
い
る
。

当
時
、
長
者
若
宮
権
現
に
勧
街
し

で
あ
っ
た
大
般
若
経
を
中
山
と
与
川

内
の
間
に
帰
属
上
の
争
い
が
あ
り
、

円
満
な
妥
協
点
が
見
い
出
せ
ず
遂
に

日
を
定
め
て
鶏
が
鴫
い
た
ら
出
発
時

刻
と
し
、
登
山
競
争
て
先
着
の
傍
示

の
所
有
と
す
る
事
と
な

っ
た
。
酋
婆

繰
尾
に
鎮
座
す
る
若
宮
権
現
の
こ
と

で
あ
り
中
山
と
し
て
敗
け
ら
れ
ぬ
競

争
で
あ
っ
た
。
鳩
首
協
議
の
末
に
前

夜
雄
鶏
を
抱
い
て
山
上
近
く
に
登
り


時
を
待

っ
た
。
そ
う
し
て
鶏
の
鳴
く


声
と
共
に
若
宮
に
到
り
経
を
奉
じ
て


下
山
し
た
。
か
く
と
も
知
ら
ぬ
与
川


内
名
は

一
番
鶏
を
期
し
て
村
を
発
し


山
上
に
急
い
だ
が
到
着
し
て
見
れ
は


経
は
す
で
に
空
で
あ

っ
た
。


何
昨
の
こ
ろ
か
横
瀬
に
平
六
長
者
、

を
同
寺
に
還
し
た
阪
末
は
今
に
語
り

中
山
に
北
壁
長
者
と
呼
ば
れ
た
長
者 

問
分
日
秒
マ 
7
区 

(四
♂ 
)
岡
俊
弘 

医療費の節約を
考えてください

は
な
い

二
人
三
脚
式
で
運
ん
で
行
く

有
様
。
長
者
は
こ
の
小
さ
な
所
に
限

が
つ
く
よ
う
に
な

っ
た
自
分
を
省
り

み
て
家
速
の
衰
微
の
前
兆
だ
と
附
明
い

た
と
い
、っ
。

長
者
の
子
孫
に
喜
八
郎
と
い
う
人

か
あ
り
、
宝
氷
七
年
の
検
地
帳
に
は

そ
の
名
が
た
く
さ
ん
出
て
い
た
ら
し

く
長
者
の
名
固
と
考
、
え
ら
れ
る
。
な

お
、
喜
八
郎
の
子
が
祭
っ
た
と
い
う

長
者
神
社
は
明
治
維
新
以
前
に
は
和

歌
宮
神
社
と
称
し
て
い
た
と
伝
、
え
ら

れ
、
享
保
九
年
八
月
寂
々
崎
、
王
道
禅

人
の
選
ん
だ
略
伝
記
も
知
ら
れ
て
い

る
が
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。

妙
音
寺
所
蔵
の
大
般
若
経
に

「長

者
若
宮
大
権
現
」
と
書
き
、
氷
享
三

年
二
月
十
六
日
山
上
よ
り
当
地
に
移

し
日
付
と
あ
る
が
、
こ
の
大
般
若
絵

高
額
療
養
費

自
己
負
担
額
引
き
上
げ

五
十
七
年
九
月
か
ら
四
万
五
千
円

五
十
八
年
一
月
か
ら
五
万
一
千
円

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
保
険
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

が
あ

っ
た
。
も
っ
と
も
長
者
の
解
説

に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
民
族
の
長

者
と
資
産
に
よ
る
富
豪
の
二
説
が
あ

る
が
こ
の
二
者
と
も
後
説
に
属
す
る

郁
で
あ

っ
た
。

互
に
田
畑
山
林
を
多
く
持
ち
そ
の

大
を
競
っ
た
も
の
で
、
平
六
長
者
は

牡
丹
で
有
名
な
大
和
の
長
谷
観
音
へ

智
廊
を
寄
進
す
る
と
い
う
豪
勢
振
り

で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
何
が
原
因

か
こ
の
両
者
間
に
不
和
を
生
じ
、
も

つ
れ
に
も
つ
れ
和
解
の
絡
を
失
い
、

そ
の
極
に
平
六
長
者
は
前
川
の
新
土

堤
を
二
十
間
内
方
に
ょ
せ
た
こ
の
計

は
図
に
当
た

っ
て
、
勝
浦
川
の
大
洪

水
に
北
壁
長
者
の
所
有
し
て
い
た
北

壁
張
の
良
国
が
跡
形
も
な
く
流
れ
去

っ
た
と
い
う
。

「横
瀬
町
史
か
ら
」

文
資

読
昏
友
の
会
会
員

il

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国保はピンチ
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期
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⑦ 


家庭教育

シリーズ� 

成
人
ま
で
の

3
つ
の
危
機

②
子
供
扱
い
に
対
し
精
神
的
に
離

乳
し
た
い
か
ら

③
大
人
が
人
格
の
平
等
を
認
め
な

い
か
ら

④
理
想
と
現
実
に
く
い
ち
が
い
が

起
こ
る
か
ら

⑤
感
情
の
起
伏
が
激
し
い
か
ら

⑥
心
身
の
変
化
に
対
し
て
心
理
的

に
不
安
が
あ
る
か
ら

⑦
異
性
関
係
に
対
し
て
き
び
し
く

政
督
す
る
か
ら

③
学
業
・
進
学
・
就
職
に
つ
い
て

両
親
の
要
求
が
強
い
か
ら

⑨
友
人
関
係
や
社
会
活
動
な
ど
に

対
す
る
意
見
の
相
違
か
ら

⑬
人
間
的
に
理
解
し
て
く
れ
な
い

カ
ら

な
ど
、

一
人
前
に
扱

っ
て
く
れ
な
い

と
い
う
不
満
や
心
理
的
不
安
か
ら
起

こ
る
の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
反
抗
の
表
わ
れ
方
と

し
て
は
、
積
極
的
な
も
の
と
し
て
口

答
え
、
あ
げ
あ
し
と
り
、
批
判
、
批

難
、
や
つ
あ
た
り
な
ど
、
消
極
的
な

も
の
と
し
て
ふ
く
れ
っ
面
、
沈
黙
、

無
視
、
逃
避
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
反
抗
に
対
し
て
は
、
か

っ
と
し
て
感
情
的
に
な
ら
な
い
で
、

こ
の
時
期
の
心
理
を
よ
く
浬
解
し
て

三
部
門
と
も
、
十
月
三
日
の
南
部

悼
惜
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
反
抗

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

全
国
青
年
大
会
へ

出
場

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と

陸
上
競
技
の
2
選
手
、
ガ
優
勝

(
郡
予
選
)

さ
る
九
月
十
二
日
、
県
青
年
大
会

"ホ
ー
ル
大
会

「
体
育
の
部
」
が
開
催
さ
れ
、
郡
代
表

ソ
フ
ト
�
 

の
男
子
パ
ス
ケ
�
 卜
部
と
段
上
競
技

家
庭
婦
人
の
部

に
出
場
し
た
岡
俊
弘
君
(
四
百
れ
)
、

9
月
刊
日
�
 (勝
中
東
コ
�
 ト
)

高
田
宏
幸
君
(
千
五
百
幻
)
い
か
優
勝
し

勝
浦

7

6

上
勝

l

ま
し
た
。

壮
年
の
部
�
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と
陸
上
競
技
の
二

9
月
日
日
(
勝
中
西
コ
ー
ト
)


選
手
は
、
十
一
月
六
日
か
ら
東
京
で

勝
浦
5
1
1
上
勝


聞
か
れ
る
全
国
青
年
大
会
に
県
代
表

成
年
の
部
 

と
し
て
出
場
し
ま
す
。
全
国
大
会
で

9
月
日
日
(
勝
中
東
コ
ー
ト
)

の
活
躍
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

勝
浦
�
 

上
勝

y

m
l
m

へ
の
対
処
の
仕
方
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
ニ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
、
い
つ
ま
で
も
子
供
だ
と
考
え
ず
、

一
人
前
の
人
間
と
し
て
扱
う

二
、
彼
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る

三
、
細
か
い
こ
と
に
は
干
渉
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
任
せ
る

四
、
大
人
が
感
情
的
に
な
ら
ず
、
平

静
で
し
か
も
暖
か
い
態
度
で
接
し

て
や
る

五
、
大
人
の
悪
い
習
慣
を
子
供
の
前

に
さ
ら
け
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る

六
、
カ
ミ
ガ
ミ
と
う
る
さ
く
注
意
せ

ず
、
静
か
に
話
し
合
っ
て
理
解
さ

せ
る

七
、
子
供
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

も毅，
非然

第
二
反
抗
期
と
い
う
の
は
十
二

・

三
歳
ご
ろ
か
ら
十
五
・

六
歳
ご
ろ
ま

で
に
起
こ
り
ま
す
。
第

一
反
抗
期
が

身
体
的
独
立
の
主
張
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
第
二
反
抗
期
は
心
身
の
全
面

的
な
独
立
を
要
求
す
る
た
め
に
起
こ

る
反
抗
で
す
か
ら
、
そ
れ
か
ら
起
き

る
問
題
は
多
面
的
で
、
そ
の
取
り
扱

い
は
騰
し
く
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
時
代
は
身
体
的
発
達
が
著
し
く
、

そ
の
う
え
自
我
が
確
立
さ
れ
て

一
人

前
に
な
っ
た
と
い
う
意
識
を
持
つ
か

ら
起
こ
る
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
起
ニ
る
反
抗
の
原
因
は

①
大
人
の
干
渉
に
対
し
自
由
と
独

立
を
得
た
い
か
ら

⑬ 


ι 、

戸¥

手
本
に
な
る
親
、
子
供
の
友
人
の

全
国
大
会
出
場
選
手
(
敬
称
略
)

よ
う
に
親
し
ま
れ
る
親
に
な
る
こ

・
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
都

ル」

主
将
{
呂
田
和
重
�
 
(中
山
、)

岡
田

八
、
家
庭
の
骨
仲
間
気
を
楽
し
く
や
わ

孝
志

・
福
野
博
之
・
山
川
芳
博

・
坂

ら
か
な
も
の
に
し
、
何
で
も
気
安

口
泰
弘

・
福
田
守
・
上
岡
敏
明
(
以

く
話
し
合
、
え
る
よ
う
な
家
庭
を
築

上
星
谷
)
、
谷
口
篤
志
・
森
俊
之
(
以

上
棚
野
、)
竹
林
裕
記
�
 (生
名
)

第
二
反
抗
期
は
、
子
供
の
成
長
過

監
融
目
上
白
川
敏
明
(
山
西
)

程
で
最
も
難
か
し
い
時
期
で
す
が
、

・
陸
上
競
技

観
が
前
記
の
よ
う
な
姿
勢
で
対
処
す

四

百

灯

俊
弘
�
 (久
国

れ
ば
案
外
何
ご
と
も
な
く
過
ぎ
て
い

千
五
百
れ

宏
幸
(
棚
野

く
も
の
で
す
。
あ
ま
り
感
情
的
に
な

り
過
ぎ
た
り
、
子
供
の
気
持
を
無
視

し
た
り
し
ま
す
と
将
来
に
禍
根
を
残

し
ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

高岡
田

全国大会に出場する

高田宏幸君(右)と岡俊弘君

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
家庭教育シリーズ
成人までの３つの危機
第二反抗期
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を
貫
く
た
た
か
い


こ
の
「
持
ち
家
」
に

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
た

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
住

子
さ
ん
の
高
校
時
代
の
担
任
教
員

B

19日(1:)久国�  

3日(日)与川内� 

2日出 自由�  

20日制 生名

21日附 生名�  

5日(刈

④日(月)休館日� 

横瀬�  22日幽 生 名 �  

6日制 横瀬�  23日仕)自由�  

7日付4横瀬�  24日(日)星谷�  

8日ω中 山 ③日(月)休館日� 

9日仕)自由�  26日伏)星谷

27日附 中角⑩日(日)休館日� 

28日射 中角�  

12日閃

⑪日(月)休館日� 

黒岩中山�  29日幽

⑦ 


農村婦人の家洗濯室の利用日程表

利用でき利用で区き 日・曜日日・曜日 る地区る地

10月� l日働 10月⑬日開)休館日与川内� 

30日出 自由13日附 立川�  

棚野�  31日(日)今山14日附

議利用時間午前世時~15日幽 棚野
午紐� 4時30骨まで� 

16日出 自由 減聾週月昭日� t祝日は� 
休館日です.

ム毛布も洗えます(洗濯風景) 17日(日)久国 海;l.1' 2人l草1でご判用下きい

わたしの

作 H
ロ
阿

¥』

民
の
自
立
と
明
日
へ
の

や
先
滋
は
、
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
と

意
欲
の
向
上
と
に
主
限

を
お
い
た
実
態
的
差
別

の
解
決
策
は
、
地
区
外

君
の
母
親
は
教
員
で
し
た
の
で
、

の
人
た
ち
の
理
解
と
納

得
を
も
た
ら
せ
た
の
で

す
。

A
も
に 

君
宅
を
訪
ね
て
説
得
に
あ
た

A

り
ま
し
た
。

す
で
に
勤
務
校
の
校
長
か
ら
父
税
と

も
に
説
得
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

退
職
も
覚
悟
だ
と
か
た
く
な
に
拒
否

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
現
せ
き
で

二
人
の
こ
と
に
理
解
の
あ
り
そ
う
な

伯
父
さ
ん
の
力
を
借
り
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
次
の
日
に
伯
父
さ
ん

を
訪
ね
協
力
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
伯
父
さ
ん
の
努
力
で

二
人
の

結
婚
は
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
式
に

は
参
列
し
な
い
と
い
う
両
親
の
説
得

は
、
連
日
深
夜
に
ま
で
お
よ
び
、
や

式
の
後
、
公
民
館
を
借
り
、
サ
ー

ク
ル
の
人
た
ち
が
中
心
に
な

っ
て
祝

賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
簡
素
で
は

あ
る
が
心
の
こ
も
っ
た
感
動
的
な
会

A

徳
島
市
に
住
む 

君
B

と
板
野
郡
に
住
む 

子

さ
ん
は
、
音
楽
の
サ
ー

ク
ル
活
動
で
知
り
合
う

仲
と
な
り
ま
し
た
。 
B

子
さ
ん
が
部
落
出
身
と

A

い
う
こ
と
で 

君
の
両

親
は
二
人
の
交
際
に
反

B

対
し
、
母
親
は 

子
さ

ん
に
会
い
、
「
息
子
と
つ

で
し
た
。 

君
の
母
親
が
散
を
う
た

た

A

っ
た
時
は
会
も
段
高
潮
に
達
し
ま
し

こ
れ
ら
の
事
例
に
み
る
よ
う
に
、

き
あ
わ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
申
し
い

国
土
利
用
計
画
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
土
地
取
引
の
規
制
は
、
取
引
の

場
所
場
合
に
よ

っ
て
異
な
り
、
大
き

く
、
許
可
制
、
届
出
制
、
事
前
確
認

制
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
勝
浦

町
で
は
、
そ
の
中
の
届
出
制
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。

当
人
同
志
の
解
放
さ
れ
た
心
と
、
差

別
に
う
ち
か
つ
ね
ば
り
強
い
意
志
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周
聞
の
人
た
ち

の
正
し
い
認
識
と
き
さ
え
が
い
か
に

重
大
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
地

域
の
人
た
ち
を
積
極
的
に
変
、
え
て
い

売
買
等
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
当
事
者
は
、
市
町
村
長

を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
る
こ
と
、
ま
た
届
出
後
六
週
間
以

内
は
契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
中
で
、
民
主
的
な
連
帯
が
深
ま
っ

て
い
く
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
部

落
問
題
と
民
主
主
義
と
の
か
か
わ
り

を
深
く
理
解
さ
せ
、
自
ら
の
人
権
や

国
民
の
生
活
と
関
連
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

「
家
柄
」
と
か

「
近
所
の
手
前
」

と
い
っ
た
主
体
性
め
な
い
封
建
的
な

意
識
に

か
か
わ
る
問
題
を
取
り
除
い

て
い
く
た
め
に
は
、
結
婚
に
お
け
る

風
習
や
制
度
の
民
主
化
、
そ
れ
に
関

す
る
教
育
、
答
発
活
動
を
強
め
る
と

と
も
に
、
町
民
運
動
づ
く
り
が
不
可

欠
と
い
、
え
ま
す
。

同
和
問
題
研
修
テ
キ
ス
ト
「
展
望
」
か
ら

っ
と
親
族
そ
ろ
っ
て
の
結
婚
式
に
こ

き
つ
け
ま
し
た
。

知
っ
て
お
き
た
い
土
地
取
引
の
正
し
い
知
識

届
出
制
と
は
、

一
定
規
模
(
市
街

化
区
域
で
は
、

二
千
平
方 

川
、
そ
の

H

他
の
都
市
計
画
区
域
で
は
五
千
平
方

灯
、
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で

は

一
万
平
方 
υ
川
)
以
上
の
土
地

(当

該
規
模
以
上
の

一
団
の
土
地
を
椛
成

す
る
部
分
を
含
む 
)
に
つ
い
て
土
地

歌〉ぐ短

長
生
き
を
せ
よ
と
て
忠
等
は
度
々
に

境
分
過
ぎ
る
と
言
う
て
呉
れ
る
を

坂

本

畠

田

久

忠

州
み
癒
え
て
心
躍
か
な
虫
の
夜
は
ね

ぐ
ら
恋
し
い
来
し
こ
の
か
た
を

坂

本

谷

富

士

街
い
な
く
み
か
ん
作
り
の
後
継
ぎ
し

息
は
三
十
路
過
ぎ
た
る

坂
本
新
居
伊
佐
男

向
日
葵
め
花
に
何
か
を
見
給
い

き
わ

が
師
、
主
宰
の
誌
名
と
は
な
る

坂

本

吉

田

邦

忠

今
朝
も
ま
た
生
か
さ
れ
て
い
る
幸
せ

を
咲
く
向
日
葵
に
深
く
息
吸
う

坂

本

福

良

伴

次

哀
悼
の
夫
が
好
み
し
酒
供
え
わ
れ
も

何
時
し
か
た
し
な
み
て
お
り

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
エ

紫
蘇
も
み
し
手
を
差
し
出
し
て
受
け

取
り
し
郵
便
物
の
端
が
染
り
ぬ

与

川

内

新

居

義

子

何
時
の
間
に
花
を

つ
け
し
か
木
犀
は

雨
戸
繰
り
い
る
開
聞
に
匂
え
り

横

瀬

中

国

ヤ

ス

ヱ

炎
天
の
庭
に
群
れ
咲
く
向
日
葵
に
手

を
触
る
る
時
陽
の
匂
い
す
る

陣

刑

瀬

谷

翠
山

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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昭和57年度第2回狂犬病予防注射日程表 生 生� 

-v -v

久� r召

じ
中
村
喜
代
治

江

貞

子

)

長

女

国
敏
鎌

山
西
谷

康
彦
J J

育
栄
」

女
長
男

中

国

親

リ手
/一

長
女

美
枝
子
」

し
と
ど
降
る
け
ま
ん
の
雨
は
亡
き
吾

子
の
働
突
に
似
て
夜
は
寝
熊
し

償

瀬

篠

塚

フ

ジ

ヱ

広
島
に
原
爆
落
せ
し
機
長
出
て
戦
争

に
道
徳
は
な
し
と
言
い
切
る

横

瀬

比

留

間

一

萩
の
花
咲
き
こ
ぼ
れ
い
て
暮
れ
な
ず

む
峡
の
家
並
に
湯
煙
り
あ
が
る

倹

瀬

広

安

美

枝

子

虫
よ
け
を
腹
に
吊
し
て
宿
題
の
植
物

採
集
に
孫
は
出
て
行
く

中

山

菜

城

絹

息
と
め
て
切
れ
味
も
良
き
削
る
穂
木

に
茄
子
の
命
を
あ
ず
か
り
で
接
ぐ

中

山

構

内

喜

美

代

思
い
出
の

一
つ
ひ
と
つ
が
輝
き
て
月

昇
り
ゆ
く
眠
り
の
中
に

生

名

丸

山

香

月

老
眼
鏡
幾
度
も
拭
い
新
聞
の
特
攻
隊

の
追
想
を
読
む中

角

平

間

笠

子

高
校
野
球
終
了
告
ぐ
る
サ
イ
レ
ン
を

歓
呼
と
も
き
き
鳴
咽
と
も
き
く

掛

谷

斉

藤

重

子

洗
い
干
す
毛
布
の
大
き
花
柄
は
あ

や
か
に
燃
ゆ
る
夏
の
陽
の
も
と

沼

江

大

岡

侮

子

孤
児
救
う
マ
ザ 

テ
レ
サ
は
必
こ
ま

l

で
も
愛
に
国
境
な
ど
は
要
ら
な
い

横
瀬
位
悌
触
背
広
夫

一
山
山
蒜
は
毎
月
七
日
ぎ
で
巳

三
句
ハ
刀
キ
で

一
送
り
先
勝
沼
町
三
渓

指
部
勢
広
夫
さ
ん
(
都
景
)
ぎ
で
一

町
内
在
住
の
か
だ
に
限
り
ま
す
。

一
次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代
一

一
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
一

一
さ
い
。 

与
川
内
岸
野

仁
美

戸
籍
の
窓

8
月
刊
日

1
9
月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

山

村

敏

喜

石
内
貴
美
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

香
拓 あ 友
馬 や

沼

江
尾
下

澄
問
)
長
女

刊
日
)
一一

社
会
総
合
大
学

男

宅
己

主 

学
習
巴
の
お
知
ら
せ
グ

d

H

ゐ
本 

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

順
子

山
西
掛
易

浅

芳

洋 
J

一

t

今久坂沼黒生横今星生

山国本江岩名瀬山谷名

岡

本

敏

夫 

(
訂
歳 
)

上
杉
イ
セ
ノ 

(
叩
歳 
)

秋

本

カ

ヨ 

(
回
歳 
)

東

久

雄 

(
何
歳 
)

野
上
イ
ワ
ノ 

(
位
歳 
)

西
尾
信
市
(
印
歳
)

瀬

戸

嘉

平 

(
剖
歳 
)

竹
田
コ
ム
メ
(
卯
歳
)

井
元
山
旦
(
位
歳
)

箔
谷
伊
三
郎 

(
伍
歳 
)

五
十
七
年
度
第
二
回
分
を
次
の
日

程
で
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
行
い
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

。
登
録
料

。
注
射
料

二
千
百
円

千
三
百
円

墨
絵
学
級

時
間

場
所

習
字
学
級

十
月
七
日 

(木 
)

十
月
十
八
日 

(月 
)

午
後
七
時
三

九
時
三
十
分

十
分
i
午
後

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

十
月
五
日 

(火
)

十
月
十
九
日
(
火
)

場時EE至理豆沼
所間�  

午
後
七
時
i
午
後
九
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

秋
は
読
書
の

季
節
で
す
/

日
を
守

る
た
め
に 

-
直
後
光
が
自
に
入
ら
な
い
よ
う
に
。

・
照
明
器
具
は
よ
ご
れ
て
い
ま
せ
ん

多
美
子
」 

弘
敏

i

J
-
-
3 

米

津

得

夫

4

富
美
恵
」

一一
1
4

章
朗

晴
美

名
何
回

義
博 
J

L
1
3
E

隆
子
」

犬
の
笠
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

飼
い
犬
は
、
毎
年

一
回

の
登
録
と
二
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

月日 時 間

坂本 賞紫橋

場 所

午前� 9:30-9:50

坂本郵便局前�  10・00-10:20 

坂本大師前停留所�  10: 3ト 10:50 
10 

勝農坂本事業所前�  11: 00-11: 30 
月

与 川 内公会堂前 �  11:40-12:00 
12 

勝良与川内事業所前 午後� 1:00-1:20
日

ω旧勝浦病院前�  1:30-1:50 

{恵パ久横瀬営業所前 2:00-2:20 

勝浦町農協前�  2:30-3:10 

中山権現橋�  3:20-3:40 

中 山 矯 午前� 9:30-9:50

立川竹田毛裏�  10:00-10:10 

立 川 天 井 烈l橋� 10: 20-1u :40 
10 
棚野公会堂�  11:00-11: 30 

月
勝浦電報電話局前�  11:40-12:00 

13 
農村婦人の家 午後� 1:00-1:20

日
1:30-1:50 

地福寺入口�  
体j

中 角湯浅医院前�  

2:00-2:20 

生名東林庵�  2 :30-3:∞ 
3 :10-3 :30 

星谷選果場前

生名センタ一前 �  

午前� 9:30-9・50

品 

10:00-10・20 

勝浦会館�  

森 内 氏 宅 池 の 横�  

10・30-10:50
10 

今 山 センター前 �  11:20ト:0 11 
月

14 
今山神社前�  11:30-11: 50 

石 原 セ ン タ ー 前 午後� 1:00-1:20
日
古山商庖横�  1 :3ト 1:50 

同
田中食堂横�  2:00-2:20 

生比奈農協前�  2 :30-3・00

勝浦町役場L_3:10-3 :40 

M 

-
ラ
ン
プ
や
カ
サ
を
外
し
て
き
れ
い

に
ふ
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
だ
け
で
二 

も
明
る
く
な

o
r

り
ま
す
。

r
t

… 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
四電だより
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ずコカ込

流
行
し
ま
す
。
多
く
の
か
た
が
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

善

意
あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

佳

木

順

治

き

ん 

(横

瀬 

)

東

君

夫

き

ん 

(横

瀬 

)

野
上

昌

一
さ
ん 

(生

名 

)

樋

本

忠

教

さ

ん 

(生

名 

)

以
上
の
か
だ
か
ら
、
町
善
意
銀
行

に
警
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

乳

児

健

康

診

査

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
接
種
を
受

け
な
い
人
や
核
組
率
の
低
い
地
域
で

こ
ん
な
と
き
は

受
け
れ
ま
せ
ん

。
体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
と
き

。
下
痢
を
し
て
い
る
と
き

。
他
の
予
防
接
種
を
受
け
て

一
か
月

以
内
の
と
き

。
心
臓
、
腎
臓
、
肝
臓
な
ど
の
病
気

が
活
動
期
に
あ
る
場
合

。
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め
た

と
き

。
卵
、
鶏
肉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

起
こ
す
人

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
歳
児
健
康
診
査

料
金 
o

三
歳 
1
六
歳
未
満

二
百
円

十
月
二
十
九
日 

(金
)

午
後

一
時
三
十
分 

三
時

i

。
六
歳 
1
十
三
歳
未
満

二
百
五 

円

。
十
三
歳
以
上

O

き

と

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
七
年
四
月

一
日 

と
こ
ろ

三
百
五
十
円

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合

該
当
児

八
月
三
十
一
日
ま
で
に

と

き

と
ニ
ろ

該
当
者

i生
ま
れ
た
児

予
防
接
種

十
月
十
三
日 

(水
)

午
後

一
時
三
十
分 

二一
時

i

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
歳 
1
四
歳
未
満
の
者

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

離
乳
食
講
習
会
と

と

き

と
こ
ろ

該
当
者

接
種
方
法

育
児
相
談

よ
い
食
習
慣
を
つ
け
る
第

一
歩
で

す
。
ぜ
ひ
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

第

一
一期は、

一
か
月
ご

三
回
終

十
月
六
日 

(
水 
)

午
前
十
時 
1
正
午

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
に
三
画
。
第
二
期
は
、

了
後
十
二
か
月 
i
十
八
か
月
後
に

一
回
接
種

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

と

き

十
月
二
十
二
日 

(金
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
六
月

一
日 

生
後
二
か
月 

と
ニ
ろ

該
当
児

込


ポ
リ
オ

八
月
三
十

一
日
ま
で
に

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

l

料

金

生
ま
れ
た
児

※
母
子
手
帳
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

と

き

十
月
二
十
日 

(
水
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
後
三
か
月
か
ら
十
八
か

を
持
つ
お
母
さ
ん

無
料

と
ニ
ろ

該
当
児

月
ま
で
に

二
回
飲
み
ま
す
が
四
歳

未
満
の
子
で
二
回
完
了
し
て
い
な

い
場
合
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い

。

※

印

鑑

と

母

子
手
帳
を
こ
持
参
く

だ
さ
い

。

回鍾量五重

日 程

月日 場 所 時 間� 

10月26日 午後� 2時
itl江保育所� 

(刈 3時30分� 

10月28"日 午後 l時30分
星谷公会堂� 

同 2時30分

一飼L、犬は必ず

つないで下さい一� 

10月 6日(水)� 
10月20日(水)

成犬� 300円

小犬� 100円

夜間救急当番表� 

10月� 1日 勝浦病院

③日 赤岩医院�  

5日 勝浦病院 �  

7日 上勝診療所�  

9日 山西医院

⑪日 勝浦病院 �  

13日 上勝第� 2診療所� 

15日 湯浅医 院

⑪日 勝浦病院�  

19日 赤岩医院 �  

21日 勝浦病院 �  

23日 上勝診療所�  

25日 山西医院�  

27日 勝浦病院�  

29日 上勝第� 2診療所

@日 湯浅医 院�  

J 


¥) 


i
七
か
月
児

平日 午後 6時一翌日午前 9時

休日 午後 7時~翌日午前 9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
予防接種




